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納税のおねがい

自fの著書棄が得議Iとおζなわれるi亡減、やはち

みなさんのと協ブJがなくてはできま甘ん。

首lH誌はきめられた鋭機内におきめるようおお

がいします。
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一
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一
十
七
附
却
に
制
樹
ル
抑
制
駅
閣
制
仰
の
念
品
地
に
口
M

本
仲
間
港
公
僚
の
滋
山
闘
が
決
定
し
て
近
年
に

酔

な

き

ま

す

。

と

ω州
間
後
き
ま
方
の
多
大
な
的
蹄
力
w
h
よ
れ
，
、
寄
る
五
月
三
十
日
付
で
「
務
然

噛
線
一
時
い
が
お
り
、
設
地
工
事
M
V
急
ピ
ッ
チ
に
滋
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

品
嚇
そ
と
で
事
業
の
内
申
什
を
お
絞
ら
せ
し
今
後
の
協
力
を
お
煩
い
し
ま
す
。

一
通
勤
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通
学
約
一
一
一
千
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百
人
増

醐

す

え
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立

定

狩

日

蜘
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ノ
齢
叩
H
2
H
1
和
服
手
苧

岡
本
町
は
、
行
判
中
湖
問
の
泌
州
知
整
会
宅
地
開
発
響
楽
は
、
肘
聞
の
発
を
二
分
し
て
和
利
問
問
殺
悲
惨
W
A
す'

E
F

綴
錦
瀞
に
あ
っ
て
MM畑
山
都
市
と
開
肢
を
大
き
く
ふ
訟
や
制
す
る
よ
う
な
る
と
約
二
千
沢
潔
人
に
な
ち
ま

閉
じ
て
の
附
づ
く
ち
い
か
遂
め
ら
れ
本
繁
で
あ
り
本
脚
開
発
展
の
基
盤
す
。
ラ
ツ

u
a
時
時
山
弘
、
現
在
で

醐
つ
つ
あ
の
ち
ま
す
。
そ
の
ゆ
で
院
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。
も
ニ
0
0
%
を
越
え
て
い
る
と

蜘
議
公
司
出
が
推
進
し
て
い
る
同
州
北

ζ

の
地
域
の
地
縄
問
は
、
綴
潟
い
わ
れ
ま
す
の
で
、

ζ

の
滋
齢
別

冊

話

相

N
H
2

三
仁
一
十
?
よ
三
重
者
を
岳
山
認
さ
ば
く
と
と
は
む
ず

噛

I
f
-
q
d
g
m一
ぷ
に
ョ
泌
す
る
行
品
川
と
、
と
れ
に
入
か
し
い
と
紋
わ
れ
ま
す
。

時
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軍

吉

し
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緩

ま
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そ

も

言

緩

の

被

量

化

輸
事
詩
割
河
川
知

F
;
り
、
本
即
時
mu
慈
市
計
暫
定
緩
令
強
力
に
掛
世
帯
窪
し
て
い
る
の
守

噛
誇
時
以
A
v
jた
い
議
町
議
域
に
祭
廷
し
て
お
り
ま
す
。
す
て
。
闘
心
鉄
警
欽
讐
虫
当
喜
司
認
悶
潟
締
で
凶
は
同

ιれ
が
品
綴繍

噛

輔
撚
援
叫
Jぷ三
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唖
玖
門
喜
は
、
約
…
誌
三
言
伐
狩
雪
一
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一
コ
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一
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へ
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.
室交霊滋耐鰯襲捌譲絞雪吾喜伶

f今
、
喜
短
富絡

附
は
及
乳
一

J

仁
1
凶
恥
Uν

ル宅で

Z為

tりi人口
z計

言
巌
雪
雪
捻
ぞ
、
手
と
毒
総
警
滋
護
緩
語
和
習
を
図
聖
る
べ
ず
〈
努
雪カ

阿

怒

J
(躍主パ
α汲川%m

醐
琢
返
量
叫
ほ
侶
氾
叩
詩
室
校
誌
一
圃
諺
時
診
脚
酌
訓
司
しU
て
お

fちま
手
寸
o

そ

3ζ
で
肉
で
は
、
パ
三
ス
護
喜
へ
ミ
て
お

間
取
噛
務
按
枇
ず
同
一
諸
問
闘
と
な
る
の
が
的
制
強
暴
で
あ
り
ま
し
て
、
宝
富
士
綬
称

加

議

議

竪

翠

つ

り

ま

守

二

喜
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人
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議

員

!

車

駅

閲

喜

醐

変
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刷出引

J
J
必
U

り
う
ら
間
同
十
パ
ー
セ
ン
ト
悲
痛
端
獄
、
町
が
議
開
制
中
)
に
州
制
ぷ
子

加
担
絞
究
弓
忍
対

f
p
F
払
ぞ
通
学
者
と
し
て
蜘
持
政
し
ま
定
と
開
い
て
お
ち
ま
す
。
骨
奉

加

噂

埼

白

塗

一

耳

す

と

八

千

八

百

人

と

す

ま

す

喜

々

野

夏

、

車

問

十

嚇
問
機
制
溜
均
続
謎
む

F
n
d
u議
機
関
金
利
然
ず
る
遜
勤
鴻
吾
作
後
ま
で
に
我
孫
子
ま
で
府
内

幅
譲
鳴
り
ポ
謝
礼
f
A
H呼
笠
2
m
l
T一
一
%
袋
一
討
を
利
淡
ず
る
予
定
と
同
開
い
て
お
お
ツ
ま

醐

蕊

必

E
一
一
信
人
必
加
制
川
川
し
た
〉
と
佼
泣
し
ま
す
と
約
す
が
、
証
明
鋲
の
問
問
瓶
、
総
間
関
州
都

Z謡

翌

々

川

崎

一

ニ

手

芸

人

と

な

り

ま

す

。
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霊
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伸

底
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翠
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1

2議
室

、

孝

久

る

と

公

う

ζ
と
が
で
き
ま
す
。

時

蕊

隣

接

官

区

十

六

人

で

す

ま

す

の

で

と

れ

官

、

と

れ

ち

の

喜

多

品

開

酔
時
宅
地
開
発
の
方
淡
と
し
ま
し
の
不
然
佼
怒
川
W

鴎
概
数
と
仲
間
宅
用

ζ

の
公
開
が
、
淡
絡
に
議
づ

M

噛
向
て
は
、
い
ろ
い
ろ
の
ん
刀
法
が
あ
品
端
、
ヱ
漆
間
放
の
途
端
地
と
分
畿
い
て
、
治
郎
欄
間
勤
閣
の
た
め
の
土

山
噛
ヤ
り
ま
す
が
、
本
地
区
法
土
地
区
密
行
な
っ
て
お
り
ま
す
a

品
胤
材
協
北
総
数
制
理
事
業
を
実
務
す
る

仙
醐

m
阪
線
制
組
事
業
の
手
法
げ
い
よ
与
、
と
の
商
事
業
を
行
な
う
た
診
の
わ
け
で
あ
れ
ノ
ま
す
。

ζ

の
務
塘
脱

却
哨
四
日
本
住
宅
公
開
が
附
附
蹴
郊
の
ポ
母
刑
事
業
計
一
路
や
予
算
げ
い
つ
い
て
安
施
の
た
診
、
総
浴
公
開
闘
で
は

山
唱
で
守
瀦
科
付
い
た
し
ま
す
。
は
、
そ
れ
ぞ
れ
終
制
限
大
関
戸
、
大
現
地
に
「
期
間
絡
会
治
地
開
発
事

小
醐
何
日
本
徐
容
公
伎
は
、
刷
用
和
二
一
刊
日

1
i
i
i日
目
立
務
円
安
設
け
ま
し
て
、
事
業

ニ

…

本

宣

言

の

住

宅

放

さ

土

地

開

発

と

の

蓄

や

は

か

る

と

設

す

仙

醐

刃

先

織

す

る

た

め

の

綴

間

関

と

し

ま

方

と

の

C
柏
崎
般
の
議
ぬ
と
し

ニ

一

六

日

産

宣

言

者

も

っ

呂

本

住

宅

公

団

て

す

ま

す

。

叫
酔
一
て
掛
鼠
什
比
さ
れ
ま
し
た
。
資
本
会
民
主
計
U
U
U山
民
主
主
主

C
U
き
ち
に
ま
た
公
開
は
、
地
主

日
脚
内
は
、
双
山
聞
と
関
係
地
方
公
然
関
仙
胸
中
九
援
の
承
認
が
必
薬
で
み
h
ソ
の
綴
き
ま
方
の
と
協
力
げ
い
よ

叫
綱
同
体
が
出
資
し
て
お
寺
、
総
持
品
唱
と
ま
ず
e

ま
た
、
会
計
に
ワ
い
て
り
、
本
柏
崎
町
山
内
に
約
双
ト
ス
へ

同
酔
申
し
て
は
各
生
命
保
険
内
詳
、
い
れ
は
会
計
綾
査
院
の
検
災
者
そ
が
け

h
y
タ
!
ん
の
み
ん
綿
密
総
収
し
議

四
品
世
銀
行
簿
mw
附
間
的
か
ら
倹
ち
入
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
日
本
住
宅
主
の
叫
人
と
し
て
ほ
繭
務
理
官
学

四

噛

て

お

h
ま
す
q

公
開
間
以
、
憾
の
掛
践
し
い
監
督
の
嘩
躍
に
利

日
噌

ιれ
ら
の
資
金
を
採
に
し
も
と
に
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
ま
す
。

，
轍
賃
貸
住
句
、
分
綴
絞
匂
線
出
火
施
機
関
で
あ
き
ま
す
。

す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
の
滋
数

は
霊
ね
て
お
ち
ま
す
が
縦
政
ゑ

鐙
も
大
量
い
の
で
み
な
古
ん
方

m
W
C
協
カ
者
お
緩
い
由
申
し
あ
げ

ま
す
。

な
お
期
間
泌
叡
の
衛
門
H

制閥蜘棋の

問
題
、
計
開
閥
復
燃
が
成
問
裁
と

立
徐
交
後
ず
る
乱
射
掘
削
な
ど
も

祭
礼
的
て
爽
磁
を
開
闘
っ
て
お
り
ま

す。
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し
て
、
と
m
w
w
協
同
帆
刊
世
帯
を
計
画

的
問
%
近
代
的
則
託
期
邦
国
間
さ
せ
る
率

緩
も
み
わ
せ
て
行
な
う
わ
け
で

す闘
一
一
例
あ
げ
ま
す
と
、
ま
ず
品
部

結
枕
さ
れ
た
六
メ
ー
ト
ル
J
一一十

一一メ

i
ト
ル
の
多
く
の
計
樹
齢
間

協
が
で
き
あ
が
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
大
小
い
く
つ
か
の
綴
階
附
さ

れ
た
会
開
問
悌
郎
総
や
W

燃
料
制
緩
怠
ど

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
小
学
一
絞

が
二
校
、
京
学
校
が
一
授
、
総

数
闘
が
ご
つ
な
ど
の
数
符
絞
殺

の
ほ
か
、
料
付
申
胤
必
ン
タ
l
、
医

療
セ
ン
タ
!
、
端
的
修
施
設
、
集

会
吋
船
山
な
ど
が
数
日
り
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
区
域
内
の
加
問
か
続
か

に
、
充
実
し
た
柑
時
総
出
関
な
ど
が

で
き
、
き
ら
に
、
滋
燃
と
と
も

に
下
水
、
し
阿
部
品
開
佑
設
備
も
出
向

繍
き
れ
て
、
棋
期
生
約
な
町
問
が
鳴
鳴

ら
れ
る
わ
け
で
す
a

ζ

の
区
域
内
ば
、
側
民
間
同
附
開
宅

mwM
汁
に
附
明
治
分
緩
急
行
な
わ
れ

ま
す
。
ま
に
、
返
還
務
制
唱
さ
れ

て
絞
っ
た
民
有
泌
で
は
、
も
ち

ろ
ん
、
鐙
業
も
行
な
え
ま
す
し

宅
柏
崎
兆
し
で
も
き
し
っ
か
え
あ

り
ま
せ
ん
a

以
上
で

お
わ
か
り

の
よ
う
に

V

必
然
凝
然

抑
制
緩
沿
線

民
進
ら
れ

た
松
戸
中
前

の
協
綴
察

側
山
地
や
綴

市
の
鐙
師
向

季
鎚
胤
の

よ
う
な
吋

鰍
郎
、
作
凡
化

的仰な一計，掬

さ
れ
た
問
問

地

に

な

り
、
削
機
時
折

織
あ
司
令

ed

、

緑
地
あ
り

の
選
額
約

ぷ
住
山
漁
協
同

と
な
令
、

淡
哀
の
ベ

ッ
ト
タ
ウ

ン
と
し
て

申
し
分
の

な
い
閃
泌

総
市
と
し

て
発
援
す

る
わ
け
刊
し

す。

十

謹
話
加
入
出
申
し
込
み
誌

局

窓

噌
臨
時
州
知
入
取
し
日
絡
み
は
本
人

ur
潔
務
総
係
予
燃
に
闘
用
意
し
て

あ
る
山
中
日
却
問
用
紙
に
俊
一
問
、
氏

名
λ

曲
職
業
、
附
近
の
線
開
問
者
総

入
し
て
窓
口
に
附
閉
山
附
し
て
い
た

だ
く
わ
け
で
す
J
O

出
mし
込
み
の
司
耳
目
は
四
階
部
制
弘
て

つ
け
る
綴
蓄
に
も
相
関
係
し
ま
す

の
で
、
自
分
で
ん
滋
体
献
m
w
概附館跡附明

mw
と
れ
る
附
附
綴
を
お
拙
討
ち
に
な

っ
て
、
附
協
約
尚
徳
門
M

へ
お
材
開
し

く
だ
き
い
c

抽
出
入
ま
か
せ
は
と
か
く
際
情
聴

い
の
も
と
で
す
。
品
階
級
幾
殺
の

ゆ

κは
、
淡
く
つ
く
、
単
く
つ

く
と
波
紋
ず
る
む
手
も
あ
ち
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
ζ

と
は
総

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

。
新
潟
、
改
築
の
と
き
は
、

空事3葉山…義組1:工芸評も主主ピクチで緩む

の

J¥ 

r::l 

鯨
時
絡
の
制
叫
脱
鴇
を
お
忘
れ
な
く

緩
仏
怖
を
判
明
築
、
改
築
さ
れ
る

と
き
は
、
榊
描
気
や
水
遂
の
線
料
開

と
間
同
じ
よ
う
に
、
例
同
然
の
制
附
抑
制

、
も
お
忘
れ
往
く
付
げ
て
く
だ
さ

い
。
知
樹
鰯
闘
が
み
当
ま
せ
ん
と
滋

州
制
広
務
の
と
き
墜
に
穴
を
み
げ

た
り
、
電
話
線
が
気
ざ
わ
り
必

所
に
抽
蹴
腕
綿
し
除
け
れ
ば
同
な
ち
ま

せ
ん
。
務
総
に
き
ず
を
つ
け
た

り
、
故
瞬
時
mw
滋
習
に
も
な
ち
ま

す
の
で
ご
注
窓
く
だ
吉
い
a

ど
の
よ
う
な
対
制
刊
を
使
っ
て

ど
の
よ
う
な
際
榔
慨
を
し
た
ら
よ

い
か
な
ど
と
疑
問
問
の
ぷ
が
あ
り

ま
し
た
ら
局
の
方
へ
担
制
緩
し
て

〈
犯
さ
い
。

(
孜
孫
子
滅
却
制
緩
漏
嶋
田
制
〉
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M
呼
出
り
笈
訳
本
は
二
十
二
日
で

す
が
、
と
の
間
明
に
な
る
と
高
出
向

官
向
河
辺
に
問
問
ま
さ
れ
ま
す
。
ま
と

と
の
時
期
は
、
い
絞
殺
均
的

ω統
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ハ
エ
や
ゴ

キ
ブ
リ
の
砂
押
に
つ
い
て
、
と
ζ

ろ
か
ま
わ
ず
淡
を
ば
ら
ま
か
れ

る
と
も
い
わ
れ
て
い
先
ず
。
と

れ
ら
の
議
虫
は
も
ち
ろ
ん
数
派

的
に
滋
め
し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
飲
食
物
怪
ζ

れ
ち
の
害
虫

か
ら
守
る
く
ふ
う
も
ぜ
ひ
必
製

で
す
。同

様
前
の
老
化
路
止
と

一
一
一
念
予
摘
出
代
の
用
意

問柄拘…ぷ十一…
4

線
以
来
の
子
ぱ
綴
弘
和
と
し
γ
幅
減
代
を
刷
出
ち
な
い

つ
に
同
知
ま
わ
れ
潟
市
内
の
各
一
的
H
L

割
問
出
峰
村
作
機
げ
い
・
米
安
凝
る
。

そ
の
後
容
が
出
向
て
お
り
ま
す
。
同
刊
少
量
の
デ
ッ
ソ
燃
料
者
泌
総

ζ
れ
ら
天
災
に
よ
る
後
穏
や
も
殺
し
な
が
ち
業
数
は
続
的
脱
し
で
も

少
燃
に
止
仏
取
る
た
め
町
に
お
い
滅
的
の
沼
崎
絡
を
防
「
。

て
は
対
策
に
時
間
指
し
て
日
出
h
，
ま
付
議
総
し
て
い
る
部
分
を
間
開
示

き
あ
る
い
は
筋
に
間
引
い
て
お

く
れ
仏
ど
し
て
市
川
氏
で
心
本
滋
長

減
ら
し
て
お
く
。

円以上
mw
処
憶
に
よ
っ
て
も
老
化

し
て
し
ま
ゥ
た
も
の
(
六
十
日

J
七
十
日
中
間
然
科
月
上
旬
ま
き
六

月
上
旬
民
総
)
で
も
粉
泌
総
燃

に
闘
え
、
わ
れ
る
も
の
と
海
え
ち

れ
る
。

ζ
れ
れ
ば
た
と
え
本
側
同
で

多
少
T
小
隊
約
燃
し
で
も
あ
と
か

ち
分
け
っ
し
た
も

ωは
十
分
発

資
し
て
径
約
な
お
そ
ま
き
の
も

の
よ
り
収
援
が
多
い
と
考
え
ら

れ
る
の
明
、
状
拙
仰
に
応
じ
て
行
う

経
チ
フ
ス
・
パ
ラ

チ
フ
ス
予
妨
接
種

対
抗
か
ら
秋
に
か
け
て
出
断
行
す

る
四
時
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
は

口
か
ら
感
染
す
る
の
で
、
飲
食

物
市
川
弁
戸
水
に
注
意
し
、
必
ず

予附削除
M

糊
槻
を
焚
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

附
聞
で
は
、
次
の
務
総
で
ζ
の

予
防
別
協
同
認
を
一
ニ
才
か
ら
ふ
〈
十
才

ま
明
、
の
万
を
対
象
に
行
な
い
ま

す
。
は
じ
め
て
の
方
は
、
三
回

受
け
な
い
と
絡
的
燃
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
後
日
時
初
芝
州
問
だ
け
間
流

げ
で
え
ど
き
い
。

時
吋
附
測
は
ら
会
判
明
と
も
午
後
二

時

t
…
お
前
町
ま
で
。
制
刺
殺
は
然
科

で
す
e間

を

知

る

会

附
問
者
知
る
八
日
消
火
活
附
開
会
は
、

芝
原
岬
例
措
問
者
山
中
心
に
浅
利
以
を

か
ζ

ん，

rそ
の
悶
周
辺
α

門
日
的
吋
・
祭
合
担
明
一
例

大
同
月
二
十
七
日
我
孫
子
傾
引

用
四
十
…
待
問
十
一
品
分
、
求
不
行

パ
ス
で
角
川
滋
子
総
伯
郡
下
一
車
、

会
出
向
ベ
ん
と
う
奇
悼
討
議
し
て
く

に
幸
い
。
な
お
、
割
問
ヌ
の
場
γ

品川刊

は
ゅ
よ
広
い
に
し
ま
ず
。

足
掛
掛
端
端
会
予
定
議一
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資
世
絵
税
巡
回
相
談

結
城
腕
、
附
附
蜘
材
、
州
制
緩
州
以
相
押
な

ど
の
出
只
割
問
滋
げ
い
附
附
サ
る
抑
制
緩
を

二
十
七
ロ
午
前
十
時
吋

t午
後
三

時
吋
ま
で
陶
工
会
的
制
で
行
な
い
ま

す
の
明
、
じ
制
刊
附
向
く
ピ
さ
い
。

行
政
相
談
e

住
民
相

融
制
を
行
な
い
ま
す
。

ね
付
掛
帆
制
恒
持
制
及
び
住
民
担
制
的
践
を

つ
き
の
と
お
わ

J

行
な
い
ま
す
。

一
、
門
口
潟
、
六
月
二
十
七
日

作
ザ
神
間
十
時
吋
か
弘
午
後
三
同
町

時
臥
で

絡
所
、
我
孫
子
町
中
央
公

開州餓




